
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
と
も
な
い
、
大
館

都
市
計
画
用
途
地
域
の
第
１
種
・
第
２
種
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、

工
業
地
域
、
準
工
業
地
域
に
お
け
る
建
ぺ
い
率
を
都
市
計
画
決
定
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
建
築
基
準
法
に
よ
る
制
限
値
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

確
認
で
き
る
期
間
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

１０
月
１０
日（
木
）〜
２４
日（
木
）
８
時
３０
分
〜
１７
時

確
認
で
き
る
場
所
・
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

変
更
案
に
ご
意
見
の
あ
る
か
た
は
、
意
見
書
を
文
書
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

提
出
期
限
・
１０
月
２４
日（
木
）

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
意
見
提
出
先
は

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
３
５
５
）

県
で
は
、
大
館
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
「
用
途
指
定
の
な
い
地
域
」
の

建
築
制
限
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

変
更
す
る
項
目
と
数
値

容
積
率
４
０
０
％
か
ら
２
０
０
％
へ

※
他
の
項
目
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
指
定
案
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
意
見
提
出
先
は

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２
０
番
地

大
館
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
３
５
５
）

Ｅ
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ま
た
は

〒
０
１
０
―
８
５
７
０

秋
田
市
山
王
４
丁
目
１
番
１
号

秋
田
県
建
設
交
通
部
建
築
住
宅
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
５
６
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ー
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ド
レ
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城
南
小
学
校
周
辺
に
「
部
垂
町
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
９
年
、
部
垂
町
に
住
む

小
学
生
が
町
名
の
由
来
に
関
心
を
持
ち
、
茨
城
県
大
宮
町
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
本
市
と
大
宮
町
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
年
々
盛
ん
に

な
り
、
今
年
も
城
南
小
学
校
の
５
年
生
４０
人
が
大
宮
町
を
訪
れ
た
の
を
始
め
、
大

館
市
文
化
財
保
護
協
会
に
よ
る
訪
問
・
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
４
０
０
年
前
の
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）、常
陸
国
を
支
配
し
て
い
た

佐
竹
氏
が
秋
田
に
国
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
大
館
城
代
と
な
る
小
場
氏
（
佐

竹
西
家
）
も
、
先
祖
代
々
大
宮
町
を
本
拠
地
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
佐
竹
氏
と
と

も
に
秋
田
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。
は
る
ば
る
大
宮
町
か
ら
大
館
へ
来
ら
れ
た

方
々
の
「
望
郷
の
念
」
は
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
察
し
ま
す
。

去
る
８
月
２７
日
、
私
が
大
宮
町
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
大
館
の
地
名
や
神
社
仏

閣
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
町
に
は
「
部
垂
城
跡
」
が

あ
り
、
近
く
の
御
前
山
村
に
は
「
長
倉
城
跡
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
宮
町

の
小
場
城
跡
周
辺
に
は
「
宗
福
寺
」「
遍
照
院
」「
一
心
院
」「
八
幡
神
社
」の
跡
地

が
あ
り
ま
し
た
。

国
替
え
と
な
り
、
二
度
と
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
佐
竹
武
士

団
の
心
情
を
考
え
れ
ば
、
な
じ
み
の
城
の
名
前
を
せ
め
て
町
名
に
し
た
、
と
い
う

こ
と
も
想
像
で
き
「
部
垂
」
や
「
長
倉
」
の
町
名
は
、
ま
さ
に
城
の
名
前
だ
っ
た

と
い
う
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
宮
町
と
の
交
流
を
深
め
て

い
く
に
従
っ
て
、
地
名
の
由
来
や
ご
先
祖
様
の
発
祥
の
地
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
判
明

し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
郷
土
博
物
館
で
は
大
館
佐
竹
家
文
物
展
と
し
て
、
大
館
に
関
わ
る
貴
重

な
史
・
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
を
生
き
る
私
ど
も
が
、
ご
先
祖
様
に
思
い

を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
佐
竹
氏
入
部
４
０
０
年
と

い
う
節
目
を
契
機
に
、
大
宮
町
と
の
歴
史
的
な
繋
が
り
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
を
深
め
ま
す

佐
竹
氏
入
部
４
０
０
年

�広報大館２００２．１０．１

ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい

�．２４１

市
長
リ
ポ
ー
ト

大大館館都都市市計計画画区区域域

ごご
意意
見見
をを
おお
聞聞
かか
せせ
くく
だだ
ささ
いい


